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豊
か
な
自
然
と
安
心
安
全
な�

暮
ら
し
を
守
る
環
境
整
備

　
近
年
、
保
健
休
養
地
内
へ
の
住
宅
の
建
設

や
開
発
、
そ
れ
に
伴
う
伐
採
が
進
み
、
水
源

涵
養
機
能
の
低
下
と
地
下
水
へ
の
影
響
を
懸

念
す
る
住
民
の
声
を
聴
く
。
保
健
休
養
地
内

は
、
道
路
幅
が
狭
く
、
緊
急
車
両
の
ア
ク
セ

ス
や
火
災
の
際
の
水
利
の
確
保
な
ど
、
災
害

対
応
へ
の
不
安
も
あ
る
。
豊
か
な
自
然
環
境

と
安
心
安
全
な
生
活
環
境
を
未
来
に
繋
ぐ
た

め
、
環
境
保
全
条
例
の
見
直
し
を
早
急
に
行

う
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
主
要
道
路
を
中
心
と
し
た
道
路
の

両
脇
は
、
木
の
枝
や
街
路
樹
が
安
全
な
通
行

の
妨
げ
と
な
り
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
は
み

出
し
て
走
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
箇
所
も
あ

る
。
安
全
な
走
行
を
す
る
た
め
の
整
備
を
実

施
す
る
必
要
が
あ
る
。

　議会は、住民の皆さんの声を次年度予算に反映するために、議
会政策提言サイクルを回しながら、「人と自然と文化が息づく美
しい村」「住民福祉の向上」につながるよう、９月決算審査後に
政策提言を行っています。今年度は、議員、委員会から提案され
た内容を全体で協議し、議会の総意として、11月22日村長宛に提
出しました。今号では、提出した６項目９件の内容について、紹
介します。

提　言
■�

環
境
保
全
条
例
の
見
直
し

■�
主
要
道
路
を
中
心
と
し
た
街
路
樹
・
支
障
木
の
剪
定
や

伐
採
の
実
施

道路上の支障木

2

政
策
提
言

議
会
か
ら
村
長
へ
の

特　　集



不
登
校
児
童
生
徒
支
援
の
推
進

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
学
び
の
場
と
し
て

「
は
ら
っ
ぱ
」内
に
開
設
さ
れ
て
い
る
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ
は
、
近
年
の
全
国
的

な
傾
向
と
同
様
に
当
村
に
お
い
て
も
不
登
校

の
児
童
生
徒
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
利

用
者
が
増
え
て
い
る
。

　
た
ん
ぽ
ぽ
で
は
、
専
門
の
指
導
員
が
１
名

で
児
童
生
徒
の
支
援
に
当
た
っ
て
い
る
が
、

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
相
談
員
と
指
導
主
事
は

兼
任
の
た
め
、
増
加
す
る
児
童
生
徒
に
対
し

て
十
分
な
支
援
に
あ
た
れ
て
い
な
い
。
利
用

児
童
生
徒
は
、
学
年
も
進
度
も
様
々
で
あ
り
、

補
助
金
の
効
果
検
証

　
補
助
金
は
、
社
会
情
勢
や
住
民
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
利
用

し
、
住
民
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
る
交
付
を
行

う
こ
と
。
補
助
基
準
の
明
確
化
や
補
助
効
果

の
確
認
な
ど
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
を
行

い
、
適
正
な
評
価
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

早
期
か
つ
確
実
な
事
務
事
業
の
実
施

　
村
が
行
う
業
務
は
、
住
民
生
活
に
直
結
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
実
施

を
期
待
さ
れ
て
る
。
現
在
、
多
様
化
し
て
い

る
業
務
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
可
視

化
し
、
複
数
の
職
員
で
業
務
内
容
を
把
握
で

き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
な
ど
、
予
算
の

早
期
か
つ
確
実
な
執
行
を
行
い
、
住
民
の
期

待
に
応
え
る
必
要
が
あ
る
。

提　言
■�

各
種
団
体
等
へ
の
補
助
金

の
見
直
し

■�

補
助
金
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定

提　言
■�

予
算
の
早
期
か
つ
確
実
な

執
行
を
行
う
た
め
の
体
制

の
構
築

提　言
■�

議
場
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
必
要

な
費
用
の
予
算
化

提　言
■�

行
政
区
へ
委
嘱
し
て
い
る

事
務
内
容
と
交
付
金
の
検

証

提　言
■�

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
指
導
員
の
増
員
お
よ
び
必
要
に
応

じ
た
支
援
場
所
の
確
保

■�
原
小
学
校
内
に
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
校
内
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
）
の
設
置

行
政
区
事
務
の
検
証

　
村
は
、
行
政
区
に
事
務
委
嘱
し
、
官
民
協

働
に
よ
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
運
用

を
行
っ
て
い
る
。
近
年
の
少
子
高
齢
化
の
影

響
で
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
こ
と
を
持
続

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
声
を
聴

く
。
各
地
区
の
状
況
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
る
現
在
、
委
嘱
し
て
い
る
事
務
内
容
や

交
付
金
が
、
社
会
情
勢
や
経
済
情
勢
な
ど
の

実
情
に
適
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
か
、
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
。

議
会
Ｄ
Ｘ
推
進

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
急
速
に
進
化
を
と
げ
、
今
で
は

一
般
家
庭
に
普
及
し
、
生
活
の
様
々
な
場
面

で
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
行
政
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

等
に
よ
る
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
業
務

効
率
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て

い
る
。
一
方
、
議
会
は
「
開
か
れ
た
議
会
」

を
目
指
し
て
は
い
る
が
、
情
報
公
開
や
住
民

意
見
の
把
握
な
ど
に
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

議
会
Ｄ
Ｘ
の
第
一
歩
と
し
て
、
議
場
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
を
求
め
る
。

はらっぱ内 中間教室

※上記は誌面掲載の都合上、提言書から要旨を要約してあります。

専
任
の
指
導
員
１
名
で

は
行
き
届
か
な
い
状
況

に
あ
る
。
ま
た
、
開
設

時
の
想
定
よ
り
も
多
く

の
児
童
生
徒
が
利
用
し

て
い
る
た
め
、
教
室
が

手
狭
と
な
っ
て
お
り
、

利
用
す
る
人
数
に
よ
っ

て
は
、「
は
ら
っ
ぱ
」内

の
会
議
室
を
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
が
優
先
し
て

利
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
や
、
国
の
補
助

金
等
を
活
用
し
、
原
小

学
校
内
に
も
サ
ポ
ー
ト

ル
ー
ム
の
設
置
を
行
う

な
ど
の
対
策
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
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　「住民に開かれた議会」の実現のために、住民の声を聴く広聴活動に取り組んでいます。今号では、３
月定例会と９月定例会後に、村内４地区の公民館をお借りして開催した全村対象の議会報告意見交換会の
様子について、紹介します。住民の皆さまの多様な声を共有する場として、多くの方にご参加をいただき
ました。住民の皆さまからいただいたご意見は、議会提言や委員会事務調査、議員個人の一般質問などを
通じて、課題提起を行いながら村政へ反映していきます。
　議会ではその他に、年１回テーマ別の意見交換会「みんなのひろば」を開催しています。

議会報告意見交換会
・・・・・・
・・・・・・

・・・・・・・
・・・・・・！

・・・・・・
・・・・・？
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第１回
５月10日	柏木公民館
意見
から

・�県道の維持管理…側溝の落ち葉など、
区で清掃した場合の重機補助などを考
えては。

・�区有林の倒木等、近隣へ被害が発生する場合があ
る、村で保険をまとめて加入するようにしては。

・�不法投棄、ペットボトル・粗大ごみが多い…何と
かならないか。

・�サル・カモシカが出没 … 気になるが村の対応は。
・�除去した外来植物の処理 … 個人処理ではなく、

村で常時受入を行って欲しい。
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第２回
５月14日	南原公民館
意見
から

・�下水道の整備と開発計画…下水道
整備ずみである農業振興区域の見
直しを行い、住宅地等の確保を。

・�入区しない住民が増加している。
・�防犯対策…街灯を増やして、明るく安全な道

路へ。
・�農業関係の資材と肥料の高騰…補助継続を。
・�食糧自給率と農地畑地化への懸念…農地の畑

地化が進むことが心配、地産地消計画があれ
ば良いのでは。

テーマ別
意見交換会	「みんなのひろば」を開催します

意見交換
したいテーマ

１　区・自治会と村のあり方は？
２　子育てしやすい村とは？
３　どう考える？「街の幸福度」

日時：令和７年２月１日（土）
　　　13：30～15：00
場所：中央公民館　講堂

申込：�QRコードまたは� �
事務局（☎79-7951）まで� �
お問い合わせ下さい

締切：１月24日（金）

第３回
10月28日	柳沢公民館

意見
から

・�弓振川の護岸修繕…県には、毎年
要望を出しているが進まない。

・公民館の移設問題…避難所に指定
されていないため心配。

・�区の人口減少対策…若者減少、区役員、入区
条件がネックになっているか。

・�区役員の選定に苦慮…村で統一した条例をつ
くり、各区を後押ししては。

・�空き家の増加 … 空き家バンクにも登録して
いない家が多い。

第４回
11月８日	八ッ手公民館
意見
から

・�払沢元石碑前の通学路…歩道はいつできる
か、歩道に駐車している車もあり危険。

・�中学校の登校は運動着に。
・�学童クラブ迎えの時間…保育園のお迎え時間19時と合

わせては。
・�文化伝承・継承の難しさ…お祭り用の長持ちなどの補

修、維持、更新に支援を。
・�アクアマリン「星降る里」を子どもたちの誇れる歌に…大人になって会ったとき自然と歌えるよう

な歌を中学校でも歌ったら良いのでは。

参加者アンケートより

今後議論したいテーマ
・少子化対策　・中学生制服
・通学路　・はらっぱ　・学童
・保育士　・子育てがしやすい村
・道路補修　・交通インフラ
・健康寿命　・文化保存
・伝統の継承　・防犯対策
・少子高齢化と担い手対策
・一次産業の継承



から議審

　第４回定例会は、11月29日から12月18日まで20日間の日程で開催された。
　招集日の村長あいさつでは、村政施行150周年記念行事が盛会におこなわれ
たことへの感謝と、住民と行政が協働しながら今後の村政発展にむけた決意を
表明された。議案は、村長提出議案12件、委員会提出議案２件、議員提出議案
１件を可決、陳情１件を採択した。９月定例会より継続審査を行っていた「浄
化槽汚泥処理状況の改善と処理施設新設計画の立案に関する陳情書」は、趣旨
採択とした。

　
指
定
管
理
者
で
あ
る
「
原
村
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
樅
の
木
荘
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
共
同
体
」
よ
り
、
大
規
模

改
修
と
投
資
の
た
め
、
指
定
管
理
期
間
を
５
年
か
ら
10
年
に
延
長
し
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
書
が
提

出
さ
れ
た
。
５
０
０
０
万
円
を
投
資
し
、
施
設
の
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
生
産
性
・
利
便
性
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
向
上
、
交
流
人
口
の
増
加
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と
す
る
も
の
。
長
期
的
な

投
資
回
収
計
画
に
よ
っ
て
安
定
し
た
年
間
運
営
を
行
い
、
利
益
剰
余
金
の
還
付
を
実
現
す
る
と
の
提

案
。
工
事
期
間
は
１
年
間
を
予
定
す
る
。

　
指
定
管
理
者
を
参
考
人
招
致
し
話
を
聞
く
中
で
、
非
常
に
前
向
き
な
営
業
意
欲
を
確
認
で
き
た
。

し
か
し
村
の
対
応
が
不
十
分
で
あ
る
と
感
じ
る
部
分
も
多
く
、
可
決
し
た
上
で
付
帯
決
議
を
付
し
た
。

投資計画の内容
・�予約・空室管理システム、自動チェックイン機の導入
・�客室のクロス・家具交換、テラス・サウナ・露天風呂増

設など
・�もみの湯への自動ゲート・混雑状況の可視化システムの

導入
・�多目的ルームの改装及び道の駅化、新館フロントとして

の利用

付帯決議
の内容

❶	 �指定管理者の購入した備品の、指定管理後の取り扱いについて取り決
めをすること

❷	 �協定書に求められている「半年に１回以上の業務状況の確認」をする
こと

❸	 �当初の指定期間満了時である令和11年３月31日に合わせて、それ以
降の協定書の内容について再協議・見直す場を持つこと

現状で利益が上がっているのであれば投資は必要な
いのでは。

平成30年の大規模改修が芳しくない。施設のクオリ
ティーが低く高品質なサービスの提供が出来ない。
合わせて人件費を削減し効率的に運営したい。

冬季を経験していない。１年間営業してからでは遅
いのか。

収益の見込みがあるとのこと。

新たに営業を始めた際に2400万円分もの備品を投資
したとのことだが。

営業に必要な多くの備品を前指定管理者が撤去した
ため、新たに用意する必要があった。今後は備品の
取扱いについてしっかり協議したい。

Q

A

Q

A

Q

A

定 例 会
の

概 要

6

樅
の
木
荘

指
定
管
理
を
５
年
延
長
へ



12月定例会

　消防行政に関する重要な事項を審議する場がこれまで
なかったため、村長の諮問機関として消防委員会を設置
する条例を制定した。消防団員の服務、待遇及び消防施
設の改善強化に関する事項と、その他消防に関する重要
な事項の審議を任務とし、委員会は８人以内で組織、任
期は２年とする。

消防委員会を設置

消防委員会で審議する重要事項の内容とは。

団員報酬、服務待遇、屯所の関係、消防水利、団員定
数の見直し、分団再編などを考えている。

委員の内容は。

正副団長と団長経験者を予定。

他の自治体にもこのような委員会はあるのか。

諏訪６市町村では、諏訪市、茅野市、富士見町には以
前からある。

Q
A

Q
A
Q
A

100200300400 100 200 300 400
0-4歳

5-9歳

10-14歳

15-19歳

20-24歳

25-29歳

30-34歳

35-39歳

40-44歳

45-49歳

50-54歳

55-59歳

60-64歳

65-69歳

70-74歳

75-79歳

80-84歳

85-89歳

90-94歳

95-99歳

100-104歳

105歳以上
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敬
老
祝
金
は
１
０
０
歳
で
一
本
化

　
敬
老
祝
金
の
対
象
者
が
こ
れ
ま
で
の
77
歳
、
80
歳
、
88
歳
お
よ
び
99
歳
以
上
か
ら
、

満
１
０
０
歳
に
変
更
、
一
本
化
さ
れ
た
。
金
額
は
２
万
円
。
敬
老
祝
金
条
例
は
令
和
５

年
度
に
も
一
度
見
直
し
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
際
は
支
給
対
象
が
満
77
歳
以
上
か
ら
77

歳
、
80
歳
、
88
歳
お
よ
び
99
歳
以
上
と
変
更
さ
れ
て
い
た
。

　
今
回
の
改
正
理
由
は
、
高
齢
化
率
の
上
昇
と
昨
今
の
厳
し
い
財
政
状
況
、
祝
金
を
戸

別
訪
問
し
て
届
け
る
福
祉
委
員
の
負
担
軽
減
の
た
め
。
村
の
高
齢
化
率
は
令
和
５
年
度

で
35
・
２
％
と
緩
や
か
に
増
加
し
て
い
る
。

人口グラフ

男 女

令和６年11月30日現在

（人） （人）

村内では高齢化
が進んでいる！



から議審

〇 賛成、× 反対、△ 趣旨採択又は一部採択に賛成、
▽ 退席、― 欠席、議長は可否同数時のみ裁決する。

審
議
結
果

芳
澤
清
人

半
田　
裕

平
出
敏
廣

森
山
岩
光

村
田
俊
広

小
松
志
穂

宮
坂
早
苗

百
瀨
嘉
德

佐
宗
利
江

中
村
浩
平

《村長提出》

議　案
第51号

原村レストハウス樅の木荘他３施設の指定管理者の指定
期間の変更 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ×

議　案
第53号 原村敬老祝金条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

《請願・陳情》

陳　情
第８号

浄化槽汚泥処理状況の改善と処理施設新設計画の立案に
関する陳情書
陳情者　有限会社 フォレストクリーン　代表 鎌倉　大樹

趣旨
採択 △ × × △ △ △ × × △ △

賛否が分かれた議案等� 12月定例会
　審議結果

敬老祝金条例の一部改正
　高齢化率の上昇を踏まえ、敬老祝金の支給対象者の
年齢の見直しを行うもの。諏訪地域４市町で支給額の
削減又は支給対象年齢の一部廃止等を実施、実施予定
であることも参考としている。

Q	�祝い金を廃止して、首長の表敬訪問のみとしてい
る自治体もあるが。

A	�村内の100歳を迎える方に毎年村長の表敬訪問と
記念品の贈呈を実施している。高齢者への敬意を
表明する形で祝い金は残したい。

Q	�削減できる見込額は。
A	�令和５年度実績は、300人に211万５千円支給。

見直し案対象者は３人なので、６万円。その差額
が削減されることとなる。

反対討論

・�（村田）高齢者福祉計画では高齢化率の年１％弱し
か上昇しない。対象を絞る理由が薄弱。200万円で

「高齢者に優しい村」の魂を放棄してはいけない。

賛成討論

・�（小松）厳しい財政運営下では、特定の年齢の方へ
現金を渡すよりも医療費助成などの高齢者健康福祉
施策の継続に財源が割かれることが望ましい。

原村レストハウス樅の木荘他３施設	
の指定管理者の指定期間の変更
　指定管理者から、大規模な設備投資及び改修工事（受
託者負担）の計画案が示され、これらを実施するに当
たり、指定期間の５年延長についての要望があった。

「令和11年３月31日まで」を「令和16年３月31日ま
で」に変更を求めるもの。

反対討論

・�（中村）今回の改修によって取り付ける備品等がど
のように村に移管されるのかもわからないのに指定
管理期間をさらに５年間延長することはできない。

・�（村田）都合によって償却額を変動させるというこ
とは、任意に利益を上下させるということ。正しい
会計と言えない。企業の信用問題として反対する。

賛成討論

・�（佐宗）前向きな運営で利益還付も実現させたいと
している。新たな職種が生まれ人件費削減の心配も
なく、相対的に住民サービスの向上に寄与する。

・�（芳澤）樅の木荘の DX 化は、生産性・安全性を上
げるものであり、効率よく利用者のサービスにつな
がり、収益も高まるものと考える
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12月定例会

南諏衛生施設組合の成り立ちと仕組み

村内の合併浄化槽の現状と課題

審議のポイントを 深堀り

　本村と富士見町で構成され、し尿処理施設と最終処分場の管理・運
営を共同処理する組合。設立当初はし尿の処理が主であり、計画処理
能力はし尿95％、浄化槽汚泥と農集排汚泥５％で設計された。近年、
し尿は減少し浄化槽汚泥が増加したことから、し尿70％、汚泥30％で
処理されているが、処理能力としては限界であり、汚泥処理量が増や
せない状況。このため汚泥の持ち込み量に制限がかかっている。
　32年目を迎える施設は老朽化しており、今年度末を目途に今後の方
針が提示される。

釜無川

立
場
川

20

南諏衛生センター
し尿処理施設　

釜無川
つりぼりセンター

⃝�村内の合併浄化槽は、令和５年度末で1,340基。下水道未整備エリアへの移住増に伴い
増加の一途となっている。年１回以上の清掃が法律で義務づけられているが、汚泥処理
量の制限から清掃に遅れが生じている。

⃝�村には独自の処理施設はなく、近隣市町との連携が重要であると同時に、村単独でどの
ような対策がとれるのかを検討していく必要がある。

浄化槽汚泥処理状況の改善と処理施設新設計画の立案に関する陳情書
　
令
和
６
年
第
３
回
定
例
会
に
陳
情
さ
れ
、
社
会
文
教
常
任
委
員
会
で
の
審
査
の
結

果
、「
継
続
審
査
」
と
な
っ
て
い
た
。
閉
会
中
に
現
地
調
査
等
が
行
わ
れ
、
今
定
例

会
で
「
趣
旨
採
択
」
の
結
論
に
至
っ
た
。

　
陳
情
で
は
、
南
諏
衛
生
セ
ン
タ
ー
し
尿
処
理
施
設
の
浄
化
槽
汚
泥
処
理
能
力
が
不

十
分
な
た
め
、
浄
化
槽
の
清
掃
作
業
が
十
分
に
行
え
ず
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
る
と
し
、
汚
泥
と
生
ご
み
を
混
合
処
理
し
液
体
肥
料
を
生
成
す
る
循
環
型

の
新
施
設
が
提
案
さ
れ
た
。

　
委
員
会
お
よ
び
本
会
議
で
は
、
南
諏
衛
生
施
設
組
合
で
運
営
さ
れ
る
施
設
に
対
し
、

ど
の
よ
う
な
対
応
が
望
ま
し
い
か
等
が
論
点
と
な
っ
た
。
討
論
の
結
果
、
浄
化
槽
の

清
掃
が
滞
る
こ
と
は
環
境
汚
染
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
処
理
状
況

の
改
善
を
求
め
る
陳
情
趣
旨
に
賛
同
で
き
る
と
し
、
趣
旨
採
択
と
な
っ
た
。

〈
陳
情
者
へ
の
質
疑
〉

Q	�

村
内
浄
化
槽
の
清
掃
作
業
は
ど
の
程
度
滞
っ
て
い
る
か
。

A	 �

依
頼
か
ら
約
１
～
２
ヵ
月
は
待
た
せ
て
し
ま
う
状
況
。
大
き
い
槽
の
場
合
は
一

度
に
引
き
抜
く
量
を
調
整
し
て
対
応
す
る
場
合
も
あ
る
。

趣
旨
採
択
の
反
対
討
論

・�（
宮
坂
）
組
合
は
受
入
の
調
整
を
常
時
行
っ
て
い
る
。
現
施
設
で
処
理
時
間
が
か

か
る
間
の
対
応
、
中
間
処
理
、
他
へ
の
持
込
み
、
移
動
に
係
る
補
助
な
ど
村
が
考

え
る
こ
と
。

・�（
平
出
）
陳
情
審
査
で
は
願
意
が
妥
当
か
、
実
現
の
可
能
性
、
町
村
や
議
会
の
権

限
に
属
す
る
事
項
で
あ
る
か
等
が
判
断
基
準
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
趣
旨
採

択
に
は
反
対
。

趣
旨
採
択
の
賛
成
討
論

・�（
小
松
）
循
環
型
施
設
は
理
想
的
だ
が
、
現
時
点
で
当
村
議
会
で
最
適
解
と
結
論

す
る
事
は
難
し
い
。
だ
が
現
状
の
改
善
策
が
必
要
な
こ
と
は
明
白
で
あ
り
趣
旨
に

賛
同
す
る
。

・�（
中
村
）
南
諏
衛
生
施
設
組
合
の
所
掌
事
務
で
あ
る
が
、
浄
化
槽
清
掃
作
業
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
環
境
を
整
え
る
必
要
性
は
十
分
に
理
解
で
き
る
の
で
趣
旨
採
択

と
し
た
い
。
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一 般 質 問

芳よ
し

澤ざ
わ 

清き
よ

人と

議
員

１
．地
方
創
生

２
．阿
久
遺
跡

森も
り

山や
ま 

岩い
わ

光み
つ

議
員

１
．農
業
振
興
策（
セ
ル
リ
ー
疫
病
・
テ
ン
サ
イ
シ
ス
ト
セ
ン

チ
ュ
ウ
防
除
対
策
の
成
果
と
、
土
づ
く
り
支
援
強
化
策
）

２
．村
内
に
点
在
す
る
空
き
家
・
施
設
・
事
務
所
の
利
活
用

３
．対
策
が
必
要
な
通
学
路（
14
箇
所
）の
整
備
改
善
状
況
と

課
題（
令
和
４
年
３
月
定
例
議
会
一
般
質
問
）再
質
問

中な
か

村む
ら 

浩こ
う

平へ
い

議
員

１
．ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
派
遣
、
問
題
が
多
す
ぎ
る

２
．有
害
鳥
獣
駆
除
は
進
ん
だ
か

３
．保
健
福
祉
課
の
事
務
所
配
置
、
極
め
て
不
適
切

４
．県
道
の
歩
道
延
長
工
事
、
進
捗
が
見
ら
れ
な
い
が

平ひ
ら
出い
で 

敏と
し
廣ひ
ろ

議
員

１
．不
登
校
児
童
・
生
徒
の
対
応
策

２
．中
体
連
９
競
技
全
国
大
会
廃
止

３
．健
康
と
福
祉
の
村

４
．セ
ル
リ
ー
疫
病
対
策
農
薬
購
入
補
助
を

５
．食
の
安
全
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

百も
も
瀨せ 

嘉か

德と
く

議
員

１
．ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
改
修
費
用
支
援

２
．火
災
時
の
付
近
住
民
等
へ
の
緊
急
連
絡
体
制

３
．農
作
物
の
作
付
け
と
温
暖
化
に
つ
い
て
農
家
の
意
向
を

聞
い
て
い
る
か

村む
ら
田た 

俊と
し
広ひ
ろ

議
員

１
．衆
議
院
選
挙
の
投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
状
況

２
．マ
イ
ナ
保
険
証

３
．給
食
費
等
、
教
育
に
関
す
る
家
庭
負
担
へ
の
予
算
や
援

助
の
見
通
し

４
．農
業
の
施
策

５
．住
民
生
活
の
援
助

６
．平
和
を
求
め
る
村
と
し
て
の
取
り
組
み

小こ

松ま
つ 

志し

穂ほ

議
員

１
．中
長
期
的
な
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
は

２
．中
長
期
的
な
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
連
動
し
た
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
で
は

佐さ

宗そ
う 

利り

江え

議
員

１
．樅
の
木
荘
の
運
営

２
．都
市
計
画
の
作
成

３
．Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
設
置

４
．企
業
支
援

宮み
や

坂さ
か 

早さ

苗な
え

議
員

１
．災
害
時
、
情
報
伝
達
の
役
割
は
果
た
さ
れ
て
い
る
か
、
条
例

の
見
直
し
、
新
た
な
手
段
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

２
．リ
ユ
ー
ス
の
取
組
み
支
援
、
行
政
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
は

３
．水
資
源
保
全
指
定
地
域
の
早
急
な
検
討
と
新
た
に
給
水

規
制
条
例
整
備
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

４
．諏
訪
湖
の
富
栄
養
化
の
原
因
で
あ
る
化
学
肥
料
の
減
量
、

Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
、
バ
イ
オ
炭
の
導
入
に
つ
い
て
研

究
を
行
っ
て
は

半は
ん
田だ 

　
裕ひ
ろ
し

議
員

１
．将
来
に
つ
な
が
る
農
業
支
援
を

２
．積
極
的
に
稼
ぐ
む
ら
づ
く
り
を

３
．ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
集
め
、
村
の
発
展
へ
と
つ
な
げ

る
仕
組
み
づ
く
り
を

・
一
般
質
問
は
、
事
前
に
質
問
内
容
を
通
告
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

・
質
問
時
間
は
、
１
人
に
つ
き
質
問
答
弁
を
含
め
60
分
以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
問
一
答
方
式
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
１
項
目
に
つ
き
２
回
ま
で
再
質
問
が 

で
き
ま
す
。

一
般
質
問
は
、
Ｈ
Ｐ
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
視
聴
で
き
ま
す
。

12月
定例会

　
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
村
政
全
般
に
わ
た
り
、
執
行
機
関
に
対
し

て
、
事
務
の
執
行
状
況
及
び
将
来
へ
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
疑
問
点
を

た
だ
し
、
報
告
、
説
明
を
求
め
る
こ
と
で
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
10
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
村
政
課
題
へ
の
提
言
や

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
色
付
き
の
項
目
は
本
誌
面
で
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
他（
黒
字
）項
目
に
つ
い
て
は
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
質
問

ユーチューブ
動画配信
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一 般 質 問

芳澤 清人 議員

問　
地
方
創
生
に
取
り
組

み
10
年
に
な
る
が
村
と
し

て
こ
れ
ま
で
の
施
策
は

村
長　
移
住
に
つ
い
て
は

移
住
体
験
住
宅
に
よ
り
田

舎
暮
ら
し
の
提
供
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
で

移
住
相
談
体
制
の
強
化
、

空
き
家
有
効
活
用
の
促
進

補
助
金
の
創
設
、
少
子
化

対
策
で
は
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

や
出
産
祝
い
金
補
助
制
度

の
創
設
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
し
や
す
い
環
境
の
整

備
や
高
齢
者
お
助
け
マ
ッ

プ
の
更
新
な
ど
高
齢
者
対

策
も
実
施
し
て
き
た
。

問　
今
後
の
地
方
創
生
に

向
け
、
村
と
し
て
何
に
重

点
を
置
い
て
取
り
組
む
か
。

村
長　
２
０
２
５
年
度
か

ら
は
第
６
次
総
合
計
画
、

第
３
期
総
合
戦
略
を
地
方

創
生
の
基
本
的
な
指
針
と

問　
阿
久
遺
跡
の
森
を
ど

の
よ
う
に
整
備
し
て
い
く

の
か
、
具
体
的
な
計
画
を

立
て
総
合
的
な
阿
久
遺
跡

公
園
を
つ
く
っ
て
は
。

教
育
長　
遺
跡
を
整
備
し
、

公
園
化
す
る
こ
と
に
よ
り

保
存
と
活
用
を
両
立
さ
せ
、

多
く
の
方
々
や
訪
問
者
に

親
し
ま
れ
る
空
間
と
す
る

こ
と
は
非
常
に
重
要
と
考

え
る
。
整
備
に
は
保
存
活

用
計
画
が
必
要
で
あ
り
当

面
は
現
在
の
形
態
で
の
活

用
を
進
め
、
段
階
的
に
整

備
計
画
を
進
め
て
い
く
。

地方創生

阿久遺跡

■問
何
に
重
点
を
置
く
か

■答
目
標
に
沿
っ
た
施
策
を
展
開

■問阿久遺跡の整備計画は
■答段階的に整備を進めていく

位
置
付
け
、
理
念
や
目
標

に
沿
っ
た
施
策
を
展
開
す

る
。
重
点
項
目
と
し
て
、

美
し
い
景
観
と
環
境
保
全
、

移
住
・
定
住
の
促
進
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
、
農

業
の
持
続
的
な
発
展
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

森山 岩光 議員

問　
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
と

し
て
、
緑
肥
・
非
寄
種
・

捕
獲
作
物
の
組
合
せ
に
よ

る
輪
作
栽
培
を
促
進
し
て

い
る
が
労
力
と
経
済
負
担

が
大
き
い
、
更
な
る
支
援

策
で
農
家
の
負
担
軽
減
を
。

村
長　
緊
急
防
除
を
行
っ

て
い
る
が
撲
滅
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
県
、
茅
野

市
・
富
士
見
町
・
原
村
、

Ｊ
Ａ
に
よ
る
諏
訪
地
域
対

策
チ
ー
ム
で
は
、
今
年
度

か
ら
輪
作
の
推
進
に
力
を

入
れ
て
い
る
。

問　
セ
ル
リ
ー
疫
病
に
効

果
の
あ
る
農
薬
が
、
令
和

７
年
度
か
ら
使
用
可
能
と

な
る
。
生
産
者
の
期
待
は

大
き
い
が
、
使
用
し
て
見

な
け
れ
ば
効
果
は
分
か
ら

な
い
。

村
長　
本
年
10
月
末
に
疫

病
に
効
く
農
薬
が
登
録
さ

れ
た
。
購
入
費
用
の
補
助

問　
令
和
４
年
、
県
で
は
、

市
町
村
と
合
同
で
歩
道
中

心
に
一
斉
点
検
し
た
。
そ

の
結
果
、
当
村
の
要
対
策

箇
所
は
14
箇
所
で
あ
っ
た
。

改
善
の
進
捗
状
況
と
課
題

は
。

建
設
水
道
課
長　

整
備

済
・
整
備
中
、
合
せ
て
６

箇
所
。
残
り
８
箇
所
は
県

道
関
係
の
歩
道
で
要
望
し

て
い
る
が
、
地
元
次
第
と

い
う
話
に
な
り
進
ま
な
い

状
況
。
今
後
も
県
、
関
係

者
と
協
議
し
早
期
の
改
善

整
備
を
目
指
す
。

農業振興

通学路

■問
輪
作
推
進
に
向
け
た
支
援
を

■答
先
ず
は
、
転
換
品
目
の
検
討

■問要対策箇所の進捗と課題
■答６箇所を改善整備

を
実
施
し
状
況
を
注
視
し

て
行
く
。

農
林
課
長　
新
た
な
農
薬

購
入
費
用
の
補
助
率
は
JA

と
検
討
中
、
補
助
期
間
は

令
和
７
年
～
８
年
度
ま
で

の
２
年
間
を
予
定
。

動画はこちら

動画はこちら
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一 般 質 問

中村 浩平 議員

問　
令
和
２
年
の
一
般
質

問
で
指
摘
し
た
が
、
村
が

実
施
し
て
い
る
野
生
鹿
の

駆
除
数
が
減
り
続
け
て
い

る
（
平
成
27
年
度
１
１
１

頭
→
令
和
元
年
度
26
頭
）。

そ
の
後
の
推
移
は
。

村
長　
令
和
２
年
度
38
頭
、

３
年
度
35
頭
、
４
年
度
24

頭
、
５
年
度
43
頭
と
な
っ

て
い
る
。

問　
同
じ
く
駆
除
隊
員
の

待
遇
改
善
も
求
め
た
が
ど

う
な
っ
た
か
。

村
長　
こ
れ
ま
で
は
鹿
一

頭
当
た
り
の
報
酬
額
を
６

０
０
０
円
と
し
て
い
た
が
、

近
隣
市
町
村
と
同
額
の
７

０
０
０
円
に
引
き
上
げ
た
。

問　
委
託
先
の
猟
友
会
の

高
齢
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
今
後
は
職
員
に
わ
な

免
許
を
取
ら
せ
、
農
林
課

内
に
配
置
し
、
通
年
に

問　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
に
あ
る
診
療
所
は
、
ほ

ん
の
数
台
し
か
車
が
停
め

ら
れ
ず
、
い
つ
も
一
杯
。

病
人
が
行
く
施
設
と
し
て

は
致
命
的
と
考
え
る
が
。

保
健
福
祉
課
長　

セ
ン

タ
ー
に
は
他
の
利
用
客
も

あ
り
、
受
診
に
来
ら
れ
た

方
が
駐
車
で
き
な
い
こ
と

も
実
際
に
発
生
し
て
い
る
。

今
後
、
新
た
に
セ
ン
タ
ー

来
客
用
駐
車
場
を
別
途
確

保
す
る
な
ど
、
模
索
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

農業振興

診療所

■問
有
害
鳥
獣
駆
除
は
進
ん
だ
か

■答
改
善
も
図
っ
て
い
る

■問車の駐車ができない
■答改善を検討する

渡
っ
て
駆
除
を
実
施
さ
せ

て
は
ど
う
か
。

農
林
課
長　
免
許
を
持
っ

た
職
員
が
猟
友
会
と
一
緒

に
な
っ
て
活
動
で
き
る
よ

う
な
体
制
を
検
討
す
る
。

平出 敏廣 議員

問　
県
で
は
多
様
な
学
び

の
選
択
肢
を
充
実
す
る
よ

う
信
州
型
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
認
証
制
度
を
創
設
し
た
。

各
市
町
村
へ
の
設
置
が
望

ま
し
い
と
し
て
い
る
が
、

本
村
で
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
や
子
ど
も
の
居
場
所
を

考
え
て
い
る
個
人
・
団
体

等
へ
の
支
援
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う
。

教
育
長　
諏
訪
６
市
町
村

で
協
議
を
進
め
る
中
、
学

び
の
支
援
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ

ク
「
よ
り
そ
う
～
子
ど
も

の
「
今
」
を
支
え
る
ア
プ

ロ
ー
チ
」
を
発
行
し
た
。

　
６
市
町
村
内
に
あ
る
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
居
場
所

等
と
も
連
携
し
て
作
成
し

た
も
の
で
、
今
後
も
よ
り

よ
い
形
で
の
連
携
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
認
証
さ
れ
る
た

め
に
は
学
校
と
の
連
携
が

必
須
と
な
っ
て
お
り
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
行
き
、

問　
土
壌
病
害
を
抑
制
す

る
薬
剤
が
認
定
と
な
っ
た
。

薬
剤
補
助
を
行
う
場
合
に
、

村
と
Ｊ
Ａ
の
補
助
率
で
村
の

負
担
分
は
何
％
に
な
る
か
。

村
長　
セ
ル
リ
ー
疫
病
対

策
と
し
て
、
昨
年
度
の
実

施
計
画
で
令
和
8
年
度
ま

で
の
事
業
と
し
て
、
今
年

度
は
、
亜
リ
ン
酸
肥
料
の

購
入
経
費
、
最
大
25
％
の

補
助
率
で
補
助
し
て
い
る
。

　
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、

10
月
に
登
録
さ
れ
た
農
薬

の
購
入
経
費
に
対
す
る
補

助
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
、
協
議
し
て
い
る
。

学習支援

農業補助

■問
子
ど
も
の
居
場
所
支
援
は

■答
望
ま
し
い
連
携
を
つ
な
げ
る

■問疫病対策薬剤への補助率は
■答補助の詳細はJAと協議中

児
童
・
生
徒
が
通
っ
て
い

る
事
実
が
確
認
で
き
た
と

こ
ろ
も
あ
る
が
全
て
で
は

な
い
。
今
後
も
児
童
・
生

徒
に
と
っ
て
有
効
な
居
場

所
で
あ
る
か
施
設
と
の
懇

談
を
経
る
中
、
望
ま
し
い

連
携
に
つ
な
げ
て
い
く
。

動画はこちら

動画はこちら
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一 般 質 問

百瀨 嘉德 議員

問　
火
災
時
に
は
、
地
元

地
区
や
近
隣
住
民
へ
は
有

線
放
送
等
で
の
連
絡
や
そ

の
他
の
周
知
が
最
低
限
必

要
と
思
う
が
。

消
防
室
長　
以
前
は
１
１

９
番
通
報
が
入
る
と
、
火

災
等
の
際
は
消
防
署
に
通

信
担
当
職
員
１
人
が
残
こ

り
そ
の
職
員
が
有
線
放
送

を
行
っ
て
い
た
。
諏
訪
広

域
一
元
化
後
は
消
防
本
部

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
一

括
受
信
を
し
、
消
防
署
の

職
員
は
す
べ
て
現
場
に
出

動
す
る
体
制
の
た
め
有
線

放
送
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

消
防
団
員
に
は
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
か
ら
一
斉
の
ｅ

メ
ー
ル
が
来
る
。

総
務
課
長　
火
災
発
生
時

の
団
員
招
集
メ
ー
ル
は
総

務
課
の
情
報
防
災
係
に
も

入
る
の
で
、
緊
急
の
有
線

放
送
で
情
報
を
流
す
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
。

問　
村
民
や
原
小
ス
ケ
ー

ト
ク
ラ
ブ
が
常
時
利
用
で

き
る
、
茅
野
市
の
ス
ケ
ー

ト
場
（
ナ
オ
・
ア
イ
ス
・

オ
ー
バ
ル
）
が
老
朽
化
で

閉
鎖
の
危
機
を
迎
え
て
い

る
。
存
続
に
は
多
額
の
費

用
が
掛
か
る
と
の
事
で
す
。

村
で
も
出
来
る
範
囲
で
存

続
の
支
援
は
出
来
な
い
か
。

村
長　
村
の
ス
ケ
ー
ト
文

化
に
も
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
施
設
で
あ
る
。

改
修
等
の
村
の
支
援
は
慎

重
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

国
県
に
も
協
力
を
仰
ぎ
な

が
ら
地
域
全
体
で
の
整
備

が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

緊急連絡

スケート

■問
火
災
時
の
住
民
へ
の
連
絡
は

■答
有
線
放
送
で
村
が
検
討
中

■問スポーツ施設の改修支援
■答国県へ働き掛ける

問　
火
の
見
櫓
で
半
鐘
を

鳴
ら
す
の
は
、
有
効
な
連

絡
手
段
と
思
う
が
。

消
防
室
長　
有
効
な
連
絡

手
段
で
は
あ
る
が
、
冬
場

や
夜
間
危
険
を
伴
う
の
で

安
全
管
理
上
問
題
が
あ
る
。

問　
十
二
月
二
日
か
ら
、

新
た
に
発
行
さ
れ
な
い
こ

と
に
な
っ
た
従
来
の
健
康

保
険
証
に
替
わ
る
資
格
確

認
書
は
国
保
加
入
者
全
員

に
送
付
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　
国
保
加

入
者
に
つ
い
て
は
職
権
で

交
付
す
る
方
６
通
り
、
申

請
に
よ
る
交
付
３
通
り
に

よ
っ
て
対
象
者
に
発
行
す

る
。
後
期
高
齢
者
に
つ
い

て
は
暫
定
的
な
運
用
と
し

て
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
保

有
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
全

員
に
交
付
す
る
。

問　
マ
イ
ナ
保
険
証
に
不

安
を
感
じ
て
利
用
を
や
め

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が

い
る
。
県
内
の
九
市
一
村

で
利
用
解
除
の
案
内
を
し

て
い
る
。
本
村
で
周
知
は

ど
う
か
。
ま
た
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
を
受
け
と
っ
て
い

て
も
解
除
は
可
能
か
。

問　
前
回
、
非
核
平
和
宣

言
の
標
柱
が
南
に
向
か
う

と
き
は
見
づ
ら
い
と
い
う

答
弁
が
あ
っ
た
。

　
や
は
り
役
場
敷
地
内
に

あ
っ
て
こ
そ
「
非
核
平
和

宣
言
の
村
」
の
価
値
が
出

る
と
思
う
。
今
年
は
被
団

協
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
、
来
年
は
戦
後
八

〇
年
に
あ
た
る
。
住
民
・

来
庁
者
に
向
か
っ
て
新
た

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
法
は

検
討
で
き
な
い
か
。

村
長　
役
場
の
敷
地
内
に

移
設
を
す
る
方
向
で
前
向

き
に
検
討
す
る
。

資格確認

平和宣言

■問
資
格
確
認
書
を
全
員
送
付
に

■答
後
期
高
齢
者
は
当
面
全
員

■問非核平和宣言のアピール
■答前向きに検討する

保
健
福
祉
課
長　
利
用
解

除
の
手
続
き
に
つ
い
て
有

線
放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
案
内
し
て
い
る
。
広
報

で
は
二
月
号
で
お
知
ら
せ

す
る
予
定
。
マ
イ
ナ
ポ
イ

ン
ト
云
々
で
解
除
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

村田 俊広 議員

動画はこちら

動画はこちら
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一 般 質 問

佐宗 利江 議員 企業支援

問　
住
民
か
ら
様
々
な
意

見
が
出
て
い
る
。
電
話
応

対
、
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
等
、

田
舎
の
経
営
に
そ
ぐ
わ
な

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

る
部
分
も
あ
る
が
。
滞
り

な
く
営
業
が
出
来
る
よ
う

指
導
、
伴
走
を
お
願
い
し

た
い
。

商
工
観
光
課
長　
指
定
管

理
者
が
変
わ
り
効
率
的
に

運
営
す
る
と
い
う
方
針
も

あ
り
、
少
な
い
人
員
で
運

営
し
て
い
る
。
黒
字
化
は

出
来
て
い
る
が
、
不
便
を

か
け
て
い
る
部
分
は
改
善

を
求
め
て
行
き
た
い
。

問　
以
前
の
議
案
で
宿
泊

費
の
上
限
を
上
げ
た
。
村

の
福
祉
施
設
と
し
て
の
側

面
も
あ
り
、
住
民
向
け
の

プ
ラ
ン
の
創
設
は
出
来
な

い
か
。
住
民
の
家
族
や
知

り
合
い
な
ど
、
利
用
者
と

し
て
は
大
切
な
要
素
だ
。

外
向
き
だ
け
で
な
く
内
向

問　
諏
訪
６
市
町
村
で
比

較
す
る
と
支
援
策
が
少
な

く
、
立
地
に
よ
り
経
営
に

差
が
出
て
し
ま
う
。
規
模

が
小
さ
な
企
業
が
多
く
、

手
厚
い
施
策
で
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
が
。

村
長　
雇
用
対
策
で
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
企

業
と
の
連
携
や
協
力
が
不

可
欠
に
な
り
、
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

副
村
長　
商
工
業
審
議
会

で
重
要
案
件
を
審
議
す
る
。

し
っ
か
り
と
検
討
し
、
村

の
施
策
に
つ
な
げ
た
い
。

樅の木荘

■問
サ
ー
ビ
ス
面
の
課
題
は

■答
改
善
を
求
め
て
い
き
た
い

■問企業支援策が少ない
■答何が出来るか検討したい

き
の
対
応
も
大
切
だ
。

村
長　
こ
れ
か
ら
の
閑
散

期
に
ど
う
集
客
す
る
か
と

い
う
課
題
も
あ
る
。
住
民

向
け
に
新
た
な
プ
ラ
ン
が

可
能
か
ど
う
か
打
診
し
て

い
き
た
い
。

動画はこちら

動画はこちら

小松 志穂 議員 文教施設

問　
中
長
期
の
財
政
運
営

を
ど
う
み
て
い
る
か
。
中

長
期
的
な
財
政
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
は
。

村
長　
中
長
期
的
に
厳
し

い
財
政
運
営
と
な
る
想
定
。

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
必
要
で
あ
り
、
策
定
し

公
表
し
て
い
く
。

問　

財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
と
連
動
し
た
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必

要
。
財
政
状
況
や
社
会
情

勢
の
変
動
を
踏
ま
え
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
も

見
直
す
べ
き
で
は
。
全
庁

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
で
取
り
組
ん
で
は
。

村
長　
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
は
令
和
８
年
度

に
見
直
し
を
行
う
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
も
み
の
湯
大
規
模
改

修
の
進
捗
は
。
費
用
見
込

問　
公
共
施
設
の
維
持
管

理
費
低
減
の
た
め
に
も
文

教
施
設
の
集
約
・
複
合
化

が
望
ま
し
い
。
保
育
園
本

棟
の
更
新
が
近
い
こ
と
か

ら
も
、
土
地
利
用
を
含
め

た
文
教
施
設
の
集
約
・
複

合
化
の
検
討
を
住
民
も
交

え
て
始
め
て
は
ど
う
か
。

教
育
長　
検
討
を
始
め
る

必
要
が
あ
る
。
住
民
と
意

見
交
換
を
し
な
が
ら
最
適

な
方
法
を
模
索
し
て
い
く

方
針
。
義
務
教
育
学
校
や

施
設
一
体
型
小
中
学
校
は

小
中
連
携
と
し
て
本
村
の

目
指
す
も
の
で
も
あ
り
、

住
民
と
考
え
て
い
き
た
い
。

公共施設

■問
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

■答
チ
ー
ム
を
設
置
し
検
討
す
る

■問集約・複合化を検討しては
■答検討を始める必要がある

み
や
財
源
は
。

村
長　
老
朽
化
で
傷
ん
だ

部
分
を
改
修
す
る
方
針
。

費
用
は
未
確
定
だ
が
約
３

億
円
を
見
込
み
、
基
金
の

取
り
崩
し
と
な
る
見
込
み
。
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一 般 質 問

半田 裕 議員 財　政

問　
農
地
の
集
約
化
、
新

た
な
作
物
の
選
定
な
ど
村

と
し
て
今
後
の
農
業
の
方

向
性
を
示
し
て
推
進
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
声
が
あ

る
が
、
村
と
し
て
方
向
性

を
示
す
こ
と
が
可
能
か

村
長　
村
と
し
て
示
す
の

で
は
な
く
、
農
家
の
方
と

意
見
を
交
換
し
共
に
方
向

性
を
だ
し
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
。

問　
今
後
の
村
の
農
業
を

考
え
る
上
で
、
村
の
将
来

を
本
気
で
考
え
る
農
業
者

と
チ
ー
ム
で
動
い
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

赤
岳
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
等
に

し
っ
か
り
と
補
助
金
を
出

し
、
新
規
就
農
者
支
援
・

農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
・
新
し
い

品
目
の
調
査
研
究
を
行

な
っ
て
も
ら
っ
て
は
。

村
長　
こ
れ
ま
で
も
活
動

経
費
に
定
額
補
助
を
し
て

問　
今
後
の
村
の
発
展
の

た
め
に
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
を
集
め
る
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
る
。
そ
の
拠

点
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

と
な
る
場
所
を
整
備
す
る

考
え
は

村
長　
多
機
能
な
拠
点
の

必
要
性
は
十
分
に
認
識
し

て
い
る
。
村
の
発
展
に
つ

な
が
る
拠
点
整
備
と
し
て

は
富
士
見
町
の
森
の
オ

フ
ィ
ス
の
よ
う
な
場
所
が

理
想
的
。
現
在
庁
内
で
検

討
し
て
い
る
移
住
相
談
ス

ペ
ー
ス
の
内
容
も
踏
ま
え

拠
点
整
備
の
方
向
性
を
検

討
し
て
い
く
。

農業支援

■問
将
来
へ
繋
が
る
支
援
を

■答
農
家
の
方
と
共
に
検
討

■問ネーミングライツの導入を
■答所管課を中心に検討

い
る
。
ク
ラ
ブ
意
向
も
確

認
し
、
活
動
内
容
に
よ
っ

て
補
助
金
を
精
査
し
て
い

く
。
新
し
い
品
目
の
調
査

研
究
に
つ
い
て
は
人
材
と

し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
派
遣
も
引
き
続
き
検
討

し
て
い
く
。

宮坂 早苗 議員 バイオ炭

問　
災
害
時
に
住
民
の
生

命
財
産
を
守
る
情
報
伝
達

は
、
条
例
・
規
程
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
る
べ
き
。
全

分
団
が
招
集
さ
れ
る
よ
う

な
火
災
は
緊
急
放
送
の
対

象
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
有
線
放
送
の
役
割
は
果

た
さ
れ
て
い
た
か
。

問　
土
作
り
が
、
大
切
な

時
期
に
な
っ
て
い
る
。
土

中
へ
の
炭
素
貯
留
と
窒
素

成
分
な
ど
の
吸
着
を
促
す

基
材
と
し
て
、
バ
イ
オ
炭

の
活
用
を
考
え
て
は
。

村
長　
昨
今
の
地
球
規
模

の
気
候
変
動
が
人
々
の
生

活
に
影
響
を
与
え
て
い
る

中
、
現
在
の
地
球
環
境
を

後
世
に
引
き
継
い
で
行
く

た
め
、
農
業
分
野
に
お
き

ま
し
て
も
環
境
負
荷
の
低

減
へ
の
取
組
み
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

生
分
解
マ
ル
チ
へ
の
支
援

を
実
施
、
バ
イ
オ
炭
に
つ

い
て
も
研
究
を
し
て
い
く
。

情報伝達

■問
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
不
安

■答
建
物
火
災
は
有
線
放
送
す
る

■問肥料成分吸着と炭素貯留を
■答活用について研究する

副
村
長　
火
災
発
生
の
情

報
が
、
消
防
団
に
送
ら
れ

る
メ
ー
ル
の
中
で
し
か
判

断
で
き
な
い
。
建
物
火
災

は
全
分
団
出
動
が
統
一
化

さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
建
物
火
災
発
生
の

場
合
、
有
線
放
送
を
流
す
。

動画はこちら

動画はこちら

原村有線放送施設音声告知放送の使用規程抜粋
放送区分 放送時間 特記事項
緊急放送 すべての時間に

おいて、これを
優先する。

1　火災や災害など、真
に緊急を要するものの
他、村長が必要と認め
るものの放送に限る。
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発
行

／
原

村
議

会
　

編
集

／
議

会
広

報
広

聴
常

任
委

員
会

〒
391-0192 長

野
県

諏
訪

郡
原

村
6549番

地
１

TEL・
FA

X 0266-79-7951　
E-m

ail　
gisen@

vill.hara.lg.jp
印

刷
／

ヤ
ジ

マ
プ

リ
ン

ト
2025年（

令
和

７
年

）１
月

20日
 発

行
160

議
会
だ
よ
り

議会だよりへのご意見をお寄せください

よりよい議会だよりづくりのため、
皆さんのご意見を聞かせてください。

こちらから▶

議会の傍聴にお出かけください
次の定例会は

２月20日（木）
開会予定です

・�役場２階総務課前で受付後、傍聴
席にお越しください。

・�会期中は委員会の傍聴もできます。
［�問い合わせ］�
議会事務局　☎0266-79-7951

　
１
５
０
周
年
式
典
で
は
、
普
段
お
行
き
会
い
出
来
な
い
方
々

と
お
会
い
す
る
こ
と
が
出
来
て
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

沢
山
の
歴
史
や
人
々
の
営
み
の
先
に
今
の
原
村
が
あ
る
こ
と
を

実
感
で
き
た
こ
と
も
あ
り
が
た
い
機
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
２
０
２
４
年
度
の
「
街
の
幸
福
度
自
治
体
ラ
ン
キ
ン

グ
」
で
は
、
昨
年
の
１
位
に
続
き
２
位
と
な
り
ま
し
た
。
２
年

に
渡
っ
て
の
快
挙
に
、
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
驚
く
ば

か
り
で
す
。
そ
ん
な
住
民
の
皆
様
の
意
見
や
思
い
を
お
聞
き
す

る
機
会
で
あ
る
議
会
広
聴
活
動
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
が
開
か

れ
ま
す
。
是
非
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

�

（
佐
宗
記
）

編
集
後
記

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長　
宮
坂　
早
苗

副
委
員
長　
佐
宗　
利
江

委　
　
員　
芳
澤　
清
人

委　
　
員　
森
山　
岩
光

委　
　
員　
小
松　
志
穂

芳
澤　
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
機

織
に
触
れ
ら
れ
た
の
で
す
か
。

秋
山
け
さ
ほ
さ
ん
（
以
下 

け
さ
ほ
さ
ん
）　
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
（
秋
山
鶴
さ
ん
）
が
い
た
の
で
幼

少
の
こ
ろ
か
ら
機
織
に
は
接
し
て
い
ま
し
た
。

自
分
で
も
織
り
た
い
と
考
え
て
真
剣
に
教
え
て

も
ら
っ
た
の
は
20
代
後
半
で
、
1
年
間
他
の
こ

と
は
せ
ず
に
み
っ
ち
り
教
わ
り
ま
し
た
。

行
田
さ
ん　
嫁
い
で
き
た
家
で
姑
さ
ん
が
機
織

を
や
っ
て
い
ま
し
た
。「
自
分
で
も
つ
く
れ
た

ら
い
い
な
」
と
思
っ
て
い
た
ら
、
姑
が
体
調
を

崩
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。「
今
教
わ
ら
な
い

と
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
」
と
危
機
感
が

募
り
、
仕
事
を
し
な
が
ら
で
し
た
が
、
姑
と
秋

山
鶴
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

森
山　
か
つ
て
機
織
は
冬
仕
事
で
し
た
ね
。

秋
山
む
つ
き
さ
ん　
今
も
や
は
り
冬
場
が
主
な

取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。
毎
年
3
月
末
の
日
曜

日
に
展
示
・
即
売
会
を
開
く
の
で
す
が
、
保
存

会
の
会
員
12
名
は
、
皆
そ
こ
へ
向
け
て
作
品
づ

く
り
を
し
て
い
き
ま
す
。

森
山　
頭
の
中
で
想
像
し
な
が
ら
織
る
の
で

し
ょ
う
が
、
出
来
上
が
り
は
ま
た
違
っ
た
り
す

る
の
で
す
か
。

け
さ
ほ
さ
ん　
経た

て
糸
と
緯よ

こ
糸
の
組
み
合
わ
せ
な

の
で
、
ど
の
よ
う
に
現
れ
る
か
は
織
っ
て
み
な

い
と
わ
か
り
ま
せ
ん
。
う
ま
く
い
く
と
き
も

が
っ
か
り
す
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。

芳
澤　
古
く
か
ら
こ
の
地
に
あ
っ
た
文
化
が
今

後
も
受
け
継
が
れ
て
い
け
ば
い
い
で
す
ね
。

行
田
さ
ん　
機
織
は
教
え
る
と
し
て
も
、「
私
の

機
を
お
貸
し
し
ま
す
」と
い
う
訳
に
い
か
な
い
の

で
、機
と
用
具
一
式
が
揃
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
昔
家
で
織
っ
て
い
た
け
れ
ど
今

は
使
わ
れ
て
い
な
い
機
や
用
具
が
あ
る
と
い
う

方
と
、
道
具
は
な
い
け
れ
ど
織
っ
て
み
た
い
と
い

う
方
が
マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

け
さ
ほ
さ
ん　
諏
訪
の
糸
店
で
は
手
織
り
教
室

を
開
い
て
い
て
、
体
験
が
で
き
ま
す
。
移
住
さ

れ
て
来
ら
れ
た
方
や
興
味
が
あ
る
と
い
う
方
に

は
「
行
っ
て
体
験
し
て
き
て
」
と
声
を
か
け
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

技
術
と
想
い
は
世
代
を
超
え
て

上：旅館の浴衣を裂き、縒
よ

って織った。
中：鶴さんがもらってあったアクリル毛
糸を使用。けさほさんは素材や使い方で
も様々な試行をしている。

秋山 けさほさん

行田 明美さん

議員が訪ねてお話を伺いました

て
せ
か
き

　芳澤 清人 議員　　森山 岩光 議員秋山 むつきさん


